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（寄託申込書） 

第８条 寄託者は、貨物の寄託に際し、当該貨物に関して次の事項を記載した寄託申込書を

提出しなければならない。 

（１） 貨物の種類、品質、数量及び荷造の種類、個数並びに記号 

（２） 寄託者の住所及び氏名又は名称 

（３） 保管場所及び保管期間を定めたときは、その旨 

（４） 貨物の寄託申込当時の価額 

（５） 貨物の保管又は荷役上特別の注意を要するときは、その旨 

（６） その他必要な事項 

２ 当会社が寄託申込前に貨物の送致を受けた場合において、当該貨物の寄託を引き受けた

ときは、寄託者は、当会社が送致を受けた日の日付により寄託申込書を提出しなければ

ならない。この場合においては、寄託契約は、送致の日から効力を生じたものとみな

す。 

３ 当会社は、寄託者が寄託申込書を提出しないため、寄託申込書に記載すべき事項を記載

しないため又は寄託申込書に記載した事項が事実と相違するため生じた損害について

は、責任を負わない。 

（寄託価額） 

第９条 受寄物の価額が明示されないとき又は寄託の申込に際して明示された受寄物の価

額を当会社が不相当と認めるときは、当会社は、貨物の引渡を受けた後遅滞なく相当と

認められる額をその価額と定め、寄託者に対してその旨を通知する。 

（貨物の引渡） 

第１０条 当会社が寄託の申込を承諾したときは、寄託申込者は、約定の日時に約定の場所

で貨物を引き渡さなければならない。 

２ 当会社は、貨物の引渡を受けたときは、寄託者の請求により、貨物受取書又は入庫通知

書を交付する。 

（寄託引渡の取消及び寄託契約の解除） 

第１１条 当会社が寄託の申込を承諾し又は寄託の申込を承諾した貨物の引渡を受けた後

でも、次の事由があるときは、承諾を取り消し又は契約を解除することができる。 

（１） 第７条各号の一に該当することが明らかになったとき。 

（２） 前条第１項による貨物の引渡がなされなかつたとき。 

（３） 当該貨物の価額がその保管料その他の費用に満たなくなったとき。 


